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研究成果の応用可能性

本シーズ研究に対応する
開発は放射線治療に限りま
せん。幅広く利用されるこ
とを願います。
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　放射線治療後の正常組織障害を抑制する薬剤の開発

我々の研究は、放射線照射後の遅発性活性酸素生成機構を
調べることを目的としている。遅発性活性酸素は正常細胞に
おける老化誘導やゲノム不安定化などの機構に関与し、組織
障害に寄与することから、遅発性活性酸素を除去する手法の
探索により、新たな放射線防護策の開発に役立つと考えてい
る。今のところ、アスコルビン酸 2 グルコシド（AA2G）と
Mitotempo が効果的な防護剤であることがわかっている
が、この性質を参考にすると、①水溶性②ミトコンドリア集
積性③抗酸化能の３つの性質を持続的に発揮するものが、放
射線照射後の遅発性活性酸素を効果的に抑制するものとして
期待される。放射線治療において、がん細胞の致死効果を抑
制せず、正常細胞の副作用を抑える、理想的な放射線防護剤
の開発に利用していただけると幸いである。
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遅発性活性酸素を標的とした 
放射線防護剤の開発
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